セミナー委員会より
中映協セミナー委員会では、今後のセミナー開催に向けて、皆様の意見を大いに参考にしていきたいと思います。皆様のご協力も、よろしくお願いいたします。

「中映協セミナー」2015.7.16　　　　研修参加者 56名　懇親会参加者46名

以下アンケート結果です。（アンケート回収　33名）

1, 全体の印象

・サラウンドを聴く機会がないので、臨場感含め、勉強になった。（5）
・実際の収録を皆でやる試みは新鮮だった。（8）

・もう少しわかりやすいシチュエーションだとよかった。（1）

・テーマを絞り、分かり易く伝えていただいた。（2）
・他局に来られないので、興味深かった。
・実際に３Dサラウンドを体験でき、勉強になった。（2）
・サンプルをもっと有効活用して違いを感じられるとよい（1）
・サラウンドを知ってもらおうという思いはすごく伝わってきた。（2）

・サラウンドはむずかしい。（3）

・サラウンドは、思っていたより簡単と感じた。（1）

・著作権の改正等、為になった。（4）
・サラウンドについて、10個も20個もスピーカーを使うような物は少し非現実的かと思う。少ないSPでより効果的なサラウンド感を出せる方法を探っていきたい。（1）
・講師のみなさんが、良く勉強されていて経験されているのに感心した。（1）
・映像があってわかりやすかった。（1）
・説明も簡潔で、分かりやすかった。（1）
・7.1chサラウンドをもう少ししっかり聴いてみたかった。シビアにいえば、私はPA なので音質的な調整あるいは、SPの置き方、向き等も追求してほしい。（1）
・もう少し、収録した音に対する解説、批評があってもよかったのでは。映像の同時に録っておいた方がイメージが湧きやすい。
・マイク入力とスピーカー出力との関係、マトリクスの変換の仕方が分からなかった。収録方式の違いでどのくらい違うのか、同じ環境で収録した音で比べて欲しかった。（1）
・もう少し時間をかけてやってみたい。（1）
・サラウンズの“入口”とっかかりとしての分かりやすさがあり、とにかくやってみることが良いという感想となった。（1）
・サラウンドは、予算、時間など限定されるが、やってみたいと思う。（1）
 2, 良かった点

・著作権についてじっくり考えたことがなかったので勉強になった。（3）

・音の取組みは情報がないところなので、良かった。（1）

・サラウンドはその効果と立体感をよく感じられた。（1）
・３D、サラウンドに興味があり、取っ掛かり的に良かった。（1）
・実際に録音したり試聴できたりと参加者体験型のセミナーは有意義だった。（13）
・工夫次第で簡単にサラウンド録音が行えることがよかった。（１）

・“THE ICE”をみて、画面でみているのに会場にいるような臨場感があって、思わず最後に拍手をしてしまいそうだった。（1）
・サラウンド制作者日比野氏の個人的見解は、興味深かった。映像作品として、9.1を初めて聴けた。（1）

・まだあまり聴く機会の少ない9.0サラウンドを試聴できてよかった。（2）
・サラウンド録音の手作り感がおもしろかった。（1）
・実際の音が聴け実際のマイクを見ることができた。（2）

・サラウンド収録の様々な方法、マイクの使い方がわかった。（1）
 3, 改善すべき点

・前で流す映像は大画面の方が良かった。テレビはほとんど見えなかった。（1）

・試聴する席の関係で、よくわからなかった。（3）
・サラウンド録音を行うのに、周りの環境だと空間がわかりづらかった（1）
・他のマイクでのサウンド録音したものを試聴したかった。（1）

・３Dサラウンドと通常の音が比較できたら違いがより分かりやすかったのでは。（2）

・進行がもう少しスムーズだったらよかった。（2）
・音と別分野の参加者は、何をやっているのか、よくわからない。（2）
・実際に録音した音を聴くのも良かったが、最初に聴かせてもらった良いロケーションのマイクでの違いを聴いてみたかった。（1）
・机と資料があるとよかった。（2）
・もっと音像の動きが分かる素材を流して頂けると良い。
・機械なのでトラブルはつきもの。今後スムーズにできると良いと思う。（1）
・会場が少し分かりずらかった。（1）
・もう一歩、踏み込んだ内容でもよかったのでは。（1）
・段取りを確認しておいて欲しかった。(単純な待ちはつらいので）

・ステレオとサラウンドの切換とか、9.1と5.1の切換とかやってみると、もっとよくわかったかも。
・暗騒音（空調）が大きかった。（1）
 4, 今後のセミナーで取り上げて欲しいテーマ 
・４K、８K（4）
・放送局の今後の取組み
・３D,サラウンド（2）
・ハイレゾ（3）
・音に関する実技的なものを取り上げてほしい。

・機材展に近いもの。映像、音響のデモ体験
・制作会社として著作物に対する放送局との関係の将来的展望。（人格権をどう取り扱うかとか）
・SE、BGMについて
・３DCGセミナー
・特機セミナー

・HDRとかVEの取組み
・スピーカーにもこだわったサラウンドについて（1）
・音楽（クラシック、POPSなど）全般の実際のマイクセッティング、収録（マルチ）（1）
